
西表在来植物の植栽で地域振興を進める会

宮津世屋エコツーリズムガイドの会

西表島海岸での原風景・藻場回復と環境教育：
在来海浜植物の植栽・ウミガメ食害防止

京都府絶滅寸全種指定「サンショウモ」（標準
和名：サンショウモ 学名： Salvinia natans）
の生育する棚田環境と棚田の生態系の保全

海岸植栽率 100 ％
毎月のウミショウブ
観察・ウェブ公開 12 回

今年度計画の達成度 98 ％

目標達成度 98 ％

エコツアー開催 2 回
保全活動参加者数
（延べ） 100 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 85 ％
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活動内容と成果
西表島祖納海岸で二つの課題に取り組んだ。外来植
物が大量に繁茂した砂浜を原風景に戻す活動では、
木本を含む外来植物をほぼ完全に駆除し、在来海浜
植物を植栽した。回復した景観は観光客等に好評で
ある。ウミガメの食害で極めて危機的な状況となっ
たウミショウブ藻場回復の課題では、32ｍ四方の食
害防止柵を設置した。設置柵内でウミショウブの急
速な回復、多種の魚とイカ卵塊が観察され、防止柵の
有効性が証明できた。一方、活動中に柵内で食害が
生じ、予算枠を変更して柵の改修を行った。藻場危機
を多くの方に知っていただく活動も進めた。

活動内容と成果
草刈り、獣害対策など水田環境の生態保存を行いな
がら、水田植物たちのためのビオトープ作りなどを
試みるとともに、エコツーリズム活動団体、環境保護
団体、校区の教育機関などに出向き、稀少水田植物の
現状について理解を深めていただく啓発活動や、現
地観察会を企画した。環境学習の演習として、地元の
高校生が主体的に参加し、本種の特性なども研究し
てくれた。その活動は新聞も取り上げてくれ、全国
ユース環境活動発表大会や日本森林学会ポスターコ
ンクールで高い評価を与えられた。

課　題
沖縄県の多くの海岸では外来植物が繁茂し、漂着ゴミ
が散乱している。西表島ではウミショウブ藻場がウミ
ガメの食害で危機的な状況（藻場生態系が危機的な状
況）にある。

目　標
祖納海岸で原風景が回復され（外来植物フリー）、藻場
がウミガメ食害前に回復する。当活動を参考に沖縄県
の海岸で原風景が回復し、八重山のウミショウブ藻場
が回復する。

課　題
孤絶したエリアで孤高な営農によって保たれてきた水
田植物たちの命脈も営農者の高齢化で非常事態。棚田
の原風景の中に濃厚に生育する希少植物の保全を課題
とした。

目　標
本事業が生物多様性などのシンボルとして、価値ある
資源だという認識が広く共有され、水田形態の保全維
持、そこの稲と草の共生のために汗をかく人の繋がり
を創造すること。
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沖縄県八重山郡竹富町西表671
番地
電話：090-5286-0906
E-mail：nqf31226@nifty.com
HP：http://iriomote.image.coocan.jp

〒626-0227
京都府宮津市上世屋432
E-mail：px8fn4@bma.biglobe.
ne.jp
HP：http://miyazu-et.com
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■苦労した点
申請時に計画した食害防止柵では対
処しきれず（予想を超える食害行
動）、当初の予算を大幅に変更し、追
加の策を講じた。

■工夫した点
危機的状況の藻場の回復には、危機
状況を広範に知っていただく必要が
あり、これに努めている。

■苦労した点
棚田環境が孤絶していたことと、水
田植物は雑草で邪魔者という認識も
強く、肝心の地元の関心が寄せられ
なかったこと。

■工夫した点
活動の様子や変化など、情報をこま
めに伝えること。

祖納海岸での原風景は回復できたので、維持活動を継続する。藻場の回復には行政
による活動が必須で、この活動を環境大臣に助言した。これによる対応をみて、次
の活動を決める。

隣接するエリアにおける環境課題の相互理解と繋がりによって環境が守られる、
という認識の共有が広がったことを踏まえ、地元に入って活動している若い人た
ちとも繋がりながら、新しい協働組織で事業を継続したいと考えている。
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ウミガメ食害防止柵の設置ウミガメ食害防止柵の設置

役に立つ立たないじゃない地球の仲間なんだ！役に立つ立たないじゃない地球の仲間なんだ！

柵の設置で回復したウミショウブ柵の設置で回復したウミショウブ

確かに形は「サンショウ」の葉だ、確かに形は「サンショウ」の葉だ、
味は？味は？


